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〈見守り情報〉

思いがけない高額請求　チラシを見て頼んだ廃品回収

● 投げ込みチラシ等を見て事業者に廃品回収を依頼する場合、チラシに記載されている金額で
契約出来るとは限りません。事前に複数の事業者から見積もりを取り、料金だけでなく作業
内容も比較検討しましょう。

● 作業終了後に突然高額な金額を請求されるケースもあります。契約時や作業開始前に追加料
金がないか確認しましょう。

● 作業時は家族や周りの人に立ち会ってもらうことも大切です。

● 不審に思ったら、苫小牧市消費者センター（℡３３－６５１０）にご相談ください。

〈子どもサポート情報〉

ネット上の見知らぬ相手とのチケット取引はリスクが伴います

● インターネット上の見知らぬ相手からコンサート等のチケットを購入するのは大きなリスク
が伴います。また、転売されたチケットでは、公演会場に入れないケースもあります。

● このような取引は販売者も個人であることから、トラブルが起きたら自分で交渉しなくては
ならない場合や、そもそも相手と連絡が取れなくなる場合もあるため注意が必要です。

● 代金を支払ったのにチケットが届かない等、お金をだまし取ることが目的であると疑われた
場合は、最寄りの警察署に相談してください。

（参考：国民生活センター ホームページ）

平成３０年度前期(４月～９月)の相談傾向　〈苫小牧市消費者センター〉

○ 相談の受付状況

　平成３０年度前期の相談総数は８８３件で、前年度同期の８４１件と比較して４２件増加
しました。最近は、携帯電話のＳＭＳで身に覚えのない架空請求や宅配業者をかたったメー
ルの相談が多くなっています。また、商品・役務別相談では、フリーローン・サラ金に関す
る相談が上位を占めています。

○ 相談者の年齢層

　年代別の相談状況を見ると、６０歳代の相談件数が最も多く、次いで７０歳以上、５０歳
代、４０歳代と続いています。また、前年度同期と比較すると、６０歳代、７０歳以上の増
加が顕著で、５０歳代、３０歳代が減少しました。

○ 相談者の職業

　職業別に見ると、給与生活者が全体の３２．０％で最も多く、次いで無職が３０．６％、
家事従事者が２６．３％となっています。

困ったときは､ひとりで悩まず『消費者センター』にご相談ください
■ 悪質商法､欠陥商品など消費生活上のお悩みは    ⇒ 電話 ３３－６５１０　
■ 借金整理､過払金請求など借金に関するお悩みは ⇒ 電話 ３２－６１１９(多重債務相談専用)　　　　　　

苫小牧市若草町３丁目３番８号　苫小牧市民活動センター３階


